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運

動

能

率

曲

線

の

研

究

室

田

吉

郎

七

山

武

仁

ク
レ
ペ
リ
ン
精
神
検
査

(以
下
内
田
検
査
ま
た
は
、
自
・目
●
と
い
う
)
を
実
施
し
、

一

緒

言

身
体
運
動
に
於
け
る
極
大
作
業
の
逐
時
的
変
化
、
精
神
作
業

の
逐
時
的
変
化
、
換

　
る
　

れ
纏

講

聴

繕

嬢

切
翻

雛

婁

噸

嘆

身
体
運
動
ζ

精
神
作
業
能
率
の
比
較
考
察
を
企
図
し
た
も
の
で
あ

行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
練
習
曲
線
に
よ
る
方
法
で
あ
ろ
う
。
ま
た

鶏
伊q
oσq
鑓
娼
ヶ

に
よ
る
作
業
曲
線
等
も
筋
作
業
・
ひ

い
て
は
運
動
練
習
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
・

一
一

検

査

種

目

　
ユ
　

際
難
難
藤
　購
羅
鞭
灘
礁
賑
　織
難

.鉾

で
作
養

窪

内
　

レ
ー

神
難

準
葉

運
動
籠

な
抽
ゼ
藤

維

霧

聖

繋

貯

し
て
、
休
憩
前
+
奏

講

鞭

謙

撫

擁

蠣
細欝

」繋

鞭

難

ズ鰭

羅

運動性能検査
の間
に方法
の相出遅

連
馨

譲

誘

榔
者
に
対
這

動
性
能
馨

法

(後
述
)
ζ

内
田

三

検

査

方

法

運
動
能
率
曲
線
の

研
究

二
五
五



運

動

能

率

曲

線

の

研

究

二
五
六

以

下
、

検

査

上

の
手

続

き

に

つ
い

て
詳

細

に
述

べ
る

。

ω
置
㊥

ω
8
弓

弓
㊥
ω
什

が
、

試

技

毎

に
被

検

者

に
知

ら

さ
れ

る

こ
と

。

(
以

下

qΩ
・ω
・円
・
と

い
う

)

は
、

日
本

体

育

学

会

、

運
動

能

力
検

査

の
中

の

一
種

次

に
検

査
対

象

と

検

査
時

期

に

つ
い

て

簡

単

に

ふ

れ

て

お

く

。

uロ
・o駐
・目
・

は
、

呈

あ
驚

実
施
要
領
は
・

菜

幅
の
平
行
線
の
間
を
・

左
右
交
互
緩

に
跳

充

五
九
六
月
か
ら
+

百

の
間
に
、
高
校
男
子
四
百
+
四
名
を
対
象
に
予
備
実

び

、

二
十

五
秒

間

に
何

回

で

き

る

か
、

そ

の
成

績

を

み

る

。

最
初

、

左

の
線

の
外

験

を

行

な

っ
た

。

ま

た
、

大
学

男

子

百

三
十

四
名

に

つ
い

て
、

四

カ
月

隔

て

て

二

側

の
端

に
左

足

の
外

側

の
縁

を

お

き

、

右

足

を
左

足

に

つ
け

て
立

ち

「
始

め

」

の

回

実

施

し
た

。

合

図

で
、

右

足

が
右

側

の
線

に

ふ
れ

る

ま

で
右

ヘ
サ

イ

ド

ス
テ

ッ
プ

し
、

左

足

を

即
・<
・目
・

に

つ

い

て
、

予

備

テ

ス
ト

の
結

果

で
は

、

バ

レ

ー

ボ

ー

ル
の

パ

ス
技

右

足

に
引

き

つ
け

て

ふ
れ

さ

せ

る
。

次

に
、

直

ち

に
左

足

が
左

の
線

に

ふ
れ

る

ま

術

が

一
般

に
低

い
た

め

、

正

確

に
作

業

量

を

測

定

で
き

な

か

っ
た

の

で
、

止

む

を

で
左

ヘ
サ

イ

ド

ス

テ

ッ
プ
す

る
。

こ
う

し

て

一
つ
の
線

に

ふ
れ

る
毎

に

一
点

を
与

得

ず

、

バ

レ

ー
ボ

ー

ル
選

手

、

も

し

く

は

比

較

的

熟

練

し

た

被

検

者

に
限

っ
て
実

え

る

。

線

を

ふ
ん

だ

り

越

し

た
り

し

た
時

は

よ

い

が
、

線

に

ふ
れ

な
か

っ
た
時

は

施

し

た

。

無

効

と

す

る
。

「
止

め

」

の
合

図

が
あ

る
ま

で
、

左

右

に
出

来

る
だ

け

早

く

、

こ

内

田
検

査

は

、

一
九

五
九

年

、

十

月

下

旬

か

ら

十

二
月

上

旬

に
か

け

て
、

前

期

の
動

作

を

繰

返

す

。

開
①
娼
①
響
①
儲

く
o
=
o
団

目
o
。。
酔

(
以

下

開
.<
.日
・
と

い
う

)

と

同

一
対

象

に
実

施

し
た

。

本

稿

で

は
、

大

学

男

子

=

二
六

名

に

つ
い

て
実

施

し

は

一
九

四

〇

年

に
於

て
、

幻
岳

。。
9
2

.
と

d
碧

αq
o
・
国
・
が

実

験

し
、

標

準

化

し

た

o駐
・ロα
・目
・
と

、

内

田
検

査

の
結

果

を
中

心

に
、

一
部
被

検
者

の

界

く
・目
・
の
結

た

も

の
を

採

用

し

福

)
実

施

要

領

は

・

床

面

よ

り

二
米

一=
+

糎

の
高

さ

(
ネ

・
ト

果

も

あ

わ

せ

て
述

べ

て

い
き

た

い
と

思

う

.

の
高
さ
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
)
の
平
ら
な
壁
に
、
長
さ
三
米
の
ラ
イ
ン
を
引

き
、
床
面
に
は
、
壁
よ
り

一
米
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
同
様
に
長
さ
三
米
の
ラ
イ
ン

四

検

査

結

果

を
引
く
。
被
検
者
は
こ
の
線
の
後
方
に
位
置
し

「始
め
」
の
合
図
で
、
こ
の
線
を

踏
み
越
え
て
内
側
に
入
る
こ
と
な
く
ボ
ー
ル
を
壁
に
投
げ

つ
け
、
は
ね
か
え

っ
て

1

運
動
能
率
曲
線
に
つ
い
て

来
た
ボ
;
ル
を
、

ネ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
越
す
よ
う
に
、

何
度
も
壁
に
向

っ
て
パ
ス

各
回
の
得
点
な
い
し
試
技
数

(以
下
作
業
量
と
い
う
)
を
運
動
能
率
曲
線
で
示

し
、
こ
の
動
作
を
二
十
五
秒
聞
繰
返
す
。
若
し
ボ
ー
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
あ
や

す
。
(竃
0
8
目
O
暮
や
巳

O
ロ
暑
o
と
名
付
け
、以
下
略
号

陰

O
・6
・
を
用
う
∀
個

ま

っ
た
ら
、
ま
た
は
じ
め
か
ら
や
り
な
お
す
。
記
録
は
出
発
線
の
後
方
か
ら
、
ネ

人
曲
線
の
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
平
均
曲
線
に
と
る
と
図
1
の
如
く

ッ
ト
ラ
イ
ン
上
に
正
し
く
打
ち
か
え
さ
れ
た
ボ
ー
ル
の
数
を
記
録
す
る
。
但
し
、

に
な
る
。
こ
れ
は
縦
軸
に
作
業
量
を
、横
軸
に
時
間
(内
田
検
査
で
は

一
分
ご
と
の

は
じ
め
に
ボ
ー
ル
を
壁
に
投
げ
つ
け
た
場
合
、
ホ
ー
ル
デ
ン
グ
の
反
則
を
犯
し
た

き
ざ
み
、
運
動
性
能
検
査
で
は
二
十
五
秒
ご
と
の
き
ざ
み
で
あ
る
が
、
普
通

一
回

場
合
、
途
中
で
や
り
な
お
し
の
際
に
、
ボ
:
ル
を
壁
に
投
げ
つ
け
た
場
合
等
は
、

目
、
二
回
目
等
と
い
う
の
で
回
数
と
し
て
あ
る
)
を
と

っ
た
も
の
で
あ
る
。
休
憩

回
数
に
数
え
な
い
。
以
上
の
方
法
を
、

un
・u慶
≒

と
同
じ
要
領
で
繰
返
す
。

前
の
検
査
に
於
て
は

(以
下
前
検
査
と
い
う
)

一
回
目
と
二
回
目
の
作
業
量
は
殆

以
上
二
つ
の
検
査
実
施
前
、

被
検
者
に
次
の
注
意
を
し
て
お
く
。

「
用
意
始

ん
ど
変
ら
な
い
が
、
三
回
目
か
ら
急
に
下
降
し
は
じ
め
、
八
回
目
か
ら
九
回
目
に

め
」
の
合
図
か
ら

「
止
め
」
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、

一
回

一
回
、
全
力
を
あ
げ
て

か
け
て
更
に
下
り
、
十
回
目
か
ら
十

一
回
目
で
最
低
と
な
る
。
そ
れ
以
後
は
そ
の

実
施
す
る
こ
と
。

全
実
験
終
了
ま
で
、

回
数
の
経
過
、

一
回

一
回
の
作
業
成
績

ま
ま
の
状
態
を
維
持
し
、
最
後
に
終
末
的
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
休
憩
後
の
検
査



(以
下
後
検
査
と
い
う
)

そ
れ
よ
り
も
曲
線
の
動
揺
が

激

し

＼

＼
藩

羅
∴
例難
葡
撫

戴
鐵

娼

鉄

前
検
査
は
総
じ
て
ゆ
る
や

現

終

下

の

出

が

ロ
ー
ル
如
何
に
よ

っ
て
作
業
量
に
多

オ

ま
旛

、
.

図

か
な
下
降
曲
線
で
、
後
検

拙

事

濫

娩

挟

畝

い
少
い
が
生
ず
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一

・

鞍

銑

篶

囎

鰯

認

の

彿に洞講

蕪

縫

し
な
が
・り
、
よ
り
綴

な

∬

考

秘

暇

鰹

罐

留

砧

的
安
定
し
た
場
合
に
の
み
、

髄

粋

.

.

・デ

艶

、

.

撚

繍

難

冠

㎜

器

謬

縞

獺

篇

線
傾
向
を
一不
す
も
の
と
田お
れ

い
る
よ
う
に
も
み
え
る
が
・
先
述
し
た
よ
う
に
本
検
査
は
、
作
業
経
過
と
作
董

謁

参

碑

欝

鵜

雑

次
塩

線
の
類
型
に
つ
い
て
み
よ

が
被
検
者
に
知
り
さ
れ
る
た
め
、

α

螂

粉

鰍

蕩

伽

微

.つ

.
こ
れ
を
図
3
、
図
4
、
図
5
で

灘
訊

凹
、

、
鰍鰻
雛
寵
蟹

恥

灘
脚
耀
総

蛎針
慰
簿
鞭
繍

二
凸

ゼ

製
繕
細
線
瀦
爺
塑

榔
%
鰯
麹

・
望

h

筑建
難
齢
麓
潤
旙
麹
㎝

匪
,亭
享

図驚

鷺

却鋼
㎝羅

∬
蕪

嬢

～

れ

ナ

唱

ー

=
f

呈

が

;

炉

に
よ
る

ー

.
状

降

翼

状

状

合

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
固
型
、
缶

/

・」-「・～

・、、,、
,,、、,

国
・く
・目
・

で

あ

る

が

、

oD
・ロ陰
・目
・

型

型

に

つ

い

て

は

、

前

検

査

と

後

検

査

、

p

"

加

〃

の

旨

b

b

・

は

・

即

タ

目

の

凹

下

水

上

凸

波

混

第

]
回

検

査

と

第

二

回

検

査

に

於

て

・

運

動

能

率

曲

線

の

研

究

二
五
七



運
動
能
率
曲
線

の
研
究

二
五
八

や

り

ら
　

ノ

薯

虚

!

角

護

ノ

?

。

兇

ー
,、

,

'

ロ

ス

ヘ

ノ

ロ

ロ

ム

ハ

も

ミ

コ
ロ
ぎ

ロ
ロ

ロ

ギ

コ

　
　

=

～

＼

'

二
無

・

誌

鳴
,轟

…
…

`

.

べ

≒

3

/

》

ノ

'
4

」

…

～

"
5

・

＼

、

'ノ

【

巳U

/

〉

"

ρ
図

門
八

掬

へ
、ハ
、
-ー

ρ

図

ノ

,
!

、'ノ
:

＼

.

ー

想

＼

　

.

ψ

,

"

蝋

,

唱

・亀

戸

幽

"

⑳

婿

仰

討

卸

び

60

"

"

鮒

知

佃

樋

9。

仰

そ
れ
ぞ
れ
傾
向
を
異
に
す
る
者
が
多
い
の
で
、
は

っ
き
り
し
た
分
類
は
困
難
で
あ

即
く
・目

に
於
け
る

崔
・,
q

を
み
る
と
、

図
2
の
例
お
よ
び
図
9
で
も
わ
か

る
。
今
回
は
、
第
二
回
検
査
を
主
対
象

に
判
定
し
、
第

一
回
検
査
は
、
そ
の
判
定

る
よ
う
に
、
第

一
回
と
第
二
回
の
検
査

の
間
に
、
そ
れ
程
顕
著
な
作
業
量
の
変
化

の
た
め
の
補
助
資
料
と
す
る
に
と
ど
め
た
。

・

が
み
ら
れ
な
い
。

次
に
第

一
回
検
査
と
第
二
回
検
査
の
結
果
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

・

検
査
の
単
位
時
間
に
少
し
相
違
点
が
あ
る
の
で
、
数
量
的
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、

2

内

田

検

査

と

の

比

較

(
10

)

一
般
的
に
、
明
ら
か
な
作
業
量
の
向
上
が
み
と
め
ら
れ
る
。
第

一
回
検
査
で
は
、

曲
線
傾
向
に

国

型
が
多
く
現
わ
れ
、

全
体
の
三
十
八
%
に
及
ん
だ
が

(百
十
四

内
田
曲
線
に
於
け
る
平
均
曲
線

(定
型
曲
線
)
と

酔
q駐
・押

に
よ
る

国
・O
b
・
の

名
中
、
三
十
八
人
)
、
第
二
回
検
査
に
よ

っ
て
、
九
%

(す
な
わ
ち
十

一
名
の
も

比
較
に
つ
い
て
述
-べ
る
。
内
田
曲
線

で
は
、
最
初
の

咽
分
目
の
作
業
量
が
突
出
し
、

の
)
が
、

自

型
な
い
し

ピ
型
に
変
化
し
た
。
そ
の
他
の
も

の
は
、
両
検
査
と
も

五

・
六
分
ま
で
は
徐
々
に
下
降
、
そ
れ
を
す
ぎ
る
と
曲
線
は
再
上
昇
し
、
十
二
.帳
,

大
体
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
図
1
に
於
け
る
、
第

一
回
と
第
二
回

三
分
目
頃
に
は
二
分
目
の
作
業
量
を
凌
駕
す
る
。
概
し
て

一
分
毎
の
作
業
量
の
差

検
査
の
平
均
曲
線
の
傾
向
に
よ

っ
て
も
う
か
が
え
る
し
、
図
6
の
個
人
曲
線
で
も

は
大
き
く
、
平
坦
な
曲
線
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
比
し
て

竃
b
・6
・
で

明
ら
か
に
知
ら
れ
る
。
因
み
に
、
図
7
は
、
前
検
査
の
傾
向
が
異

っ
て
、
後
検
査

は
、
は
じ
め
の
作
業
量
が
ぐ
ん
と
と
び
出
る
傾
向
が
み
ら
れ
ず
、
か
え

っ
て
第

一

で
同
様
な
経
過
を
示
す
も

の
の
例
、
図
8
は
、
前
後
検
査
と
も
異

っ
た
傾
向
を
示

回
目
よ
り
も
二
回
目
の
方
が
、
作
業
量
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二

す
も
の
の
例

で
あ
る
。

・

つ
の
曲
線
の
比
較
を
、
図
10
、
図
11
で
示
し
た
。
図
10
は
二
つ
の
曲
線
の
類
似
し
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運

動

能

率

曲

線

の

研

究

二
六
〇

た

も

の

の
例

を

、

図

11

は
、

全

然

異

っ
た
傾

向

の
も

の

の
例

で

あ

る
。

合

に

は

さ

ほ

ど
高

い

と

は

い

え

な

い

よ

う

で

あ

　

　

　
　
　

曲
線
の
動
揺
と
り

つ
面
か

り
考
え
る
と
、
内
田
曲
線
は

客
。
・9

よ
り
も
上
下

較

n

侃

砥

る
。

(表
3
、
4
、
5
は
、

い
ず
れ
・b
大
学
男
子

の
振
幅
が
大
き
い
。
ま
た
休
憩
効
果
に

つ
い
て
み
る
と
、
内
田
検
査
で
は
、
休
憩

比

鼠

学
生

=
二
四
な
い
し

=
二
六
名
を
対
象
と
す
る
、

前
後
の
作
董

に
於

て
、
休
憩
効
果
を
明
瞭
指

摘

で
き
る
が
、

客
自

で
は
、

勧

二
つ
の
馨

の
相
関
表
で
あ
る
)

内
田
検
査
ほ
ど
著
し
い
傾
向
は
な
い
。

冨
.O
・O
・
で
は
、
後
検
査
が
前
検
査
よ
り

検

一

田

』

β

も
平
均
作
業
量
に
於

て
上
回

っ
て
い
る
が
、
内
田
検
査
の
よ
う
に
、
後
検
査
の
曲

内

肌

12

21

五

総

括

線
全
体
が
、
前
検
査
の
上
位
に
あ
る
と

い
う
訳
で
は
な
い
。
参
考
図
は
こ
れ
を
適

と

G

確

に
表
現
し
て
い
る
。

(図
・
参
照
)

皿

冒

数

差

予
備
実
験
に
於
て
、

鉾
貫

を
二
+
秒
↓

入駐

撫

蟻

聾
鷺
躍
蠣鰐
脚嚢
晶

嘗

夢

欝

鱗

飢難
"ボ評獺
舞
耀

票

み
ら
れ
る
・
そ
し
て
・

塁

ρ

に
よ
っ
て
類
型
化
し
藷

線
型
は
・
内
田

表

3

肱

彦

そ
こ
で
二
+
秒
歯

窪

二
諾

秒
-
五
秒
法

曲

線

の

そ
れ

と

合

致

し
な

い
。

た

だ
・

図

5

に
も

み

ら

れ

る

よ

う

に

・

冒
.9

6
・

S

C

S

と

逐
次

改
善

を
加

え

た

の

で
あ

る

。
而

し

て
、

単

に
於
て
異
状
型
曲
線
を
示
し
薯

は
、
内
田
曲
線
に
於
て
も
異
状
傾
向
を
示
し
て

位
時
間
を
長
く
端

ば
と
る
程
、
時
間
的
経
過
と

い

る
。

十

三

%

弱

の

者

が

類

似

曲

線

を

え

が

い
て

い
る

が
、

こ
の
究

明
も

残

さ

れ

共

に
曲

線

が

下

降

型

に
低

下

す

る

傾

向

を

認

め

た

。

ま

た
、

休

憩

後

の
曲

線

が

、

た

問

題

で

あ

る

。

休

憩

前

の
曲

線

と

傾

向

を

異

に
す

る

こ
と

、

す

な

わ

ち

、

初

頭

が

突

出

し
、

二
回

目

か

ら

急

に
下

降

す

る
。

そ

の
下

降

の
仕

方

が

、

前

検

査

よ

り

も

後

検

査

に
於

て

5

統

計

的

検

定

甚

だ

し

い

の

は
、

疲

労

の
蓄
積

に

よ

る

も

の

で
あ

る

と

考

え

る

が

、

こ

の
傾

向

は
、

す

べ
て

の
曲

線
型

を
通

じ

て

み

ら

れ

る
。

内

田
検

査

と

、

oΩ
・鉾
目
・
に

よ

る

運
動

性

能

検

査
結

果

の

統

計

的
検

定

を
、

表

国

く
.日
・

で
は

、

ロロ
・ロΩ
・日
・

の

よ
う

な

曲
線

類

型

を
見

出
す

程
標

本

例

が

多

く

な

2

、

表

3

、

表

4

、

表

5

に
掲

げ

た

。

表

2

で
は

、

変

異

係

数

(
相

対

的

散

布

い
の

で
、
結

論

的

な

こ
と

は

い
え

な

い
が

、

非
熟

練

者

の

純

粋

な

作

業

経

過

を

知

度

)

と

標

準

偏

差

を

み

た

。

こ
れ

に

よ

っ
て
、

uΩ
・q陰
・目
・
が

内

田

検

査
よ

り

も

、

る

こ
と

は

、

な

か

な

か

困

難

で

あ

る

と

}
応

い
え

よ

う

。

す

な

わ

ち

、

バ

レ
ー

ボ

は

る
か

に
個

体

の
平

均

付

近

へ
の

ま
と

ま
り

が

よ

い

こ
と

が

わ
か

る
。

表

3

は
内

ー

ル
選

手

二
名

の
カ

ー

ブ

は

、
前

後

検

査

を

問

わ

ず

初

頭

が

突

出

し

、

徐

々
に

下

田
検

査

と

oロ
・oロ
・円
・

の
前

検

査

の
比

較

、

表

4

は
後

検

査

の
比

較

で
あ

る
。

相

関

降

す

る

安

定

し

た

曲

線

で
あ

る

。

(
後

検

査

の
下

降

の
仕

方

は

ロΩ
・u陰
・目
・
と

同

様

係

数

の
検

出

に

よ

っ
て

い
ず

れ
も

五

%

の
危

険
率

で
有

意

と

は

い
え

な

い
。

表

5

に
急

力
ー

ブ

で
あ

る

)

こ
れ

に

対

し

て
、

非

熟

練

者

の
カ

ー

ブ

は

初

頭

上

昇

が

な

は
、

ロΩ
・ロΩ
・日
.

に
於

け

る
、+
第

一
回

、

第

二
回

検

査

の
相

関
表

で
あ

る
。

相

関
係

く

、

三
回

目

か

ら

五

回

目

で
漸

く

最

高

点

に
達

し

、

動

揺

の
激

し

い
不

安

定

な

形

数

O
・
駅
駐

で
あ

る

か

ら

一
%

の
危

険

率

で
、

有

意

で
あ

る

と

い
え

る

。

こ

れ

は
再

で
下

降

し

て

い

る
。

こ

の

こ
と

か

ら

、

熟

練

者

と

非

熟

練

者

の
曲

線

の
相

違

は
、

馨

信
頼
鰍
魏
と
で
も
よ
ば
る
べ
き
数
値
で
あ
る
が
・
馨

の
信
頼
性
を
示
す
場

体
質
+
技
術
の
差
に
よ

っ
て
生
ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
非
熟
練
者
に
は
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さ

て

、
身

体

運

動

に

於

け

る

能

率

の

問
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、

そ

の
本
質

的

傾

向

を

知

る

手

ノ

ー

-

「
8

一
4

正

錨

姐

⑳

.
5

3

捌

捌

鵬

鮒

が

か

り

と

し

て

・

で

き

る

だ

け

実

際

的

運

動

に
近

い
と

い
う

点

も

考

慮

し

、

表
運
∵

τ

　

三
」
・

」
」
至
慨
謡

誹

襲

齢
馨

欝

㎞熱

麹

隷

関

ド

「

ニ

ー

一
3

皿
-

一
3

=

一
8

一
遡

塑

妾

え
ば
・

疲
労
に
よ

っ
て
生
ず
る
動
作
の
中
断
、

動
作
の
あ
い
ま
い
さ
の
処

相

墨

3

一

二

一
2

一
3

9

㎜
7

　
2

一
お

一
69

型

則

眞

偶
然
的
堕

.や
技
術
の
優
劣
の
問
題
等

鴇

外
的
蒙

件
が
混
入
し

室

「
2

=

三

5

　
9

1

6

一
-
　
2
一
4。

8。

卿

一
励

品

て
く
る
の
で
、
内
田
検
査
髭

し
て
、
単
位
時
間
ご
と
に
純
澱

測
定
馨

量

±

一
丁
2一器
「
一2}±

型
朋「望
器

艦
難
簿
蘇
糠
総
識
緊
慮鐡

螺

』

d

一

一

-

=

-

一
3

1

一

-

一
7

巧

7

巧

礫

検
定
し
て
い
く
必
蒙

あ
る
.
特
垢

異
っ
た
二
つ
の
機
能
の
相
互
関
係
を

ド
む

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

ぽ
ビ

表
…　
」
一-㎜聖
-{2一3一2{ーエ

ー
　
　
葱

難

↑繧

　籔

糧

訂
一而

」

一

二

二

一

ニ

ー

魂

「暴

頭
上
昇
が
高
く
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こ
と
・
単
位
時
間
を
長
く
と
裡

曲
線
の
下
降
傾
向

　

　
　
　

こ

坐
へ
瓢

細
細
即
珈
伸
卸
坐
卵
部
ノ
姦

篇

甥鮮

駿
藻

灘

騨

鐘

鴛
欄難

懲

鍛

る

こ
と

で
あ

る
。

じ

め

か

ら

純

粋

な

作

業

経

過

を

期

待

す

る

こ
と

は
不

可

能

で
、

閣
・く
・目
・

で
は

特

運
動

能

率

曲

線

は

o
H
αq
o
αq
鑓
噂
『

等

に
よ

る

、

筋

作
業

の
疲

労
曲

線

と

同

じ

意

に
何

回

か

検

査

の
反

復

が

必
要

に
な

っ
て

く

る

。

味

を

も

つ
も

の
か

、

あ

る

い
は

oロ
・m
・目
・

や

図
・<
・目
・
の
持

久

運
動

に
固

有

な

も

oα
・oロ
・日
・

と

内

田
検

査

の
平

均

作

業

量

の
相

関

か

ら

、

両

検

査

の
関

連

性

に

つ

の

か
、

内

田
曲

線

に
対

し

て
、

身

体

運
動

に
於

け

る
能

率

の
特

異
性

を
標

示

し

な

・

い

て
考

察

し

た

が
、

一
応

相

関

関

係

は

な

い
と

い
う

結

果

で

あ

っ
た

。

た

だ

、

平

い

で
あ

ろ
う

か
。

こ
れ

ら

の

こ
と

が

ら

が
、

我

々
の

最
大

関

心
事

で

あ

っ
た
。

然

均

作

業

量

に

よ

る
相

関

関

係

の
検

定

と

い
う

こ
と

に
疑

問

が
残

る

こ
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